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(57)【要約】
【課題】　画像の光沢均一性及び耐ガス性を高いレベルで両立することができるインクセ
ットなどを提供すること。
【解決手段】　顔料、樹脂Ａ及び樹脂Ｂを含有するインクと、樹脂Ｃを含有し、かつ、色
材を含有しないクリアインクと、を少なくとも有するインクセットであって、顔料の含有
量が０．９質量％以下であり、樹脂Ａは顔料の分散に寄与する、酸価が１２０～２２０ｍ
ｇＫＯＨ／ｇの樹脂であり、かつ、樹脂Ａの含有量が顔料の含有量に対して、０．１倍以
上１．０倍以下であり、樹脂Ｂは顔料の分散に寄与しない、酸価が１２０～２２０ｍｇＫ
ＯＨ／ｇの水溶性樹脂であり、かつ、樹脂Ｂの含有量が顔料の含有量に対して、１．０倍
以上１５．０倍以下であり、樹脂Ｃは酸価が１２０ｍｇＫＯＨ／ｇ以上２２０ｍｇＫＯＨ
／ｇ以下である樹脂微粒子であることを特徴とするインクセット。
【選択図】　なし
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　顔料、樹脂Ａ及び樹脂Ｂを含有するインクと、樹脂Ｃを含有し、かつ、色材を含有しな
いクリアインクと、を少なくとも有する、インクジェット用のインクセットであって、
　インク全質量を基準とした前記顔料の含有量（質量％）が、０．９質量％以下であり、
　前記樹脂Ａは前記顔料の分散に相対的に寄与する、酸価が１２０ｍｇＫＯＨ／ｇ以上２
２０ｍｇＫＯＨ／ｇ以下の樹脂であり、かつ、インク全質量を基準とした前記樹脂Ａの含
有量（質量％）が、前記顔料の含有量に対して、０．１倍以上１．０倍以下であり、
　前記樹脂Ｂは前記顔料の分散に相対的に寄与しない、酸価が１２０ｍｇＫＯＨ／ｇ以上
２２０ｍｇＫＯＨ／ｇ以下の水溶性樹脂であり、かつ、インク全質量を基準とした前記樹
脂Ｂの含有量（質量％）が、前記顔料の含有量に対して、１．０倍以上１５．０倍以下で
あり、
　前記樹脂Ｃは、酸価が１２０ｍｇＫＯＨ／ｇ以上２２０ｍｇＫＯＨ／ｇ以下である樹脂
微粒子であることを特徴とするインクセット。
【請求項２】
　インクとクリアインクとを有するインクセットを用いて、記録媒体に画像を記録するイ
ンクジェット記録方法であって、
　インクを用いて記録媒体に記録を行う工程（Ｉ）、及び、クリアインクを記録媒体に付
与する工程（ＩＩ）、を有し、
　前記インク及び前記クリアインクとして、請求項１に記載のインクセットを構成するイ
ンク及びクリアインクを用いることを特徴とするインクジェット記録方法。

【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、インクセット及びインクジェット記録方法に関する。
【背景技術】
【０００２】
　近年、インクジェット記録方法に用いられるインクとして、画像の耐擦過性などの堅牢
性を向上することができる顔料を色材として含有するインクが広く使用されるようになっ
ている。また、画像のハイトーン領域（明るい領域）における粒状感を低減するために、
顔料の含有量が低いインク（いわゆる淡インク）も使用されるようになっている。しかし
、記録媒体として例えば光沢紙などに、淡インクを使用して記録されたハイトーン領域で
は、画像の光沢性が高くなるため、記録媒体の非記録部と記録部との光沢均一性が不十分
であるという課題がある。
【０００３】
　画像の光沢均一性を向上するために、顔料を含有するインクに加えて、樹脂微粒子を含
有するクリアインクを併用する記録方法が提案されている（特許文献１）。また、分散樹
脂を含有するカラーインクと、該分散樹脂と共通の分類に属する樹脂を含有するクリアイ
ンクとを併用する記録方法に関する提案もある（特許文献２）。
【０００４】
　また、顔料インクを用いた場合、画像が記録された記録媒体の表面上には顔料が存在す
るが、顔料が樹脂などにより十分に保護されていないと、空気中のオゾンや窒素酸化物な
どの酸化性ガスとの接触により、画像が褪色するという課題もある。画像の耐ガス性の問
題は、顔料の含有量が低い淡インクでは特に顕著である。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００５】
【特許文献１】特開２００５－０５２９８４号公報
【特許文献２】特開２００３－２８６４２８号公報
【発明の概要】
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【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　本発明者らは、淡インクを使用した場合に生じる、画像の光沢均一性や耐ガス性の低下
という各課題を解決するために、上記特許文献１及び２に記載された技術を中心に検討を
進めた。しかし、画像の光沢均一性及び耐ガス性を、近年要求される高いレベルで満たす
ものではないことがわかった。
【０００７】
　特許文献１に記載された樹脂微粒子を含有するクリアインクは、記録媒体上に効率的に
樹脂層を設けることができ、記録部（画像）と非記録部の光沢均一性を改善できるが、樹
脂微粒子を用いても顔料を十分に保護するのは難しく、耐ガス性は不十分であった。また
、特許文献２に記載された記録方法では水溶性の樹脂を使用しているが、水溶性樹脂によ
り画像の耐ガス性を向上するためには、インクが付与された後の記録媒体の表面上におい
て水溶性樹脂を析出させ、顔料を保護する必要がある。しかし、析出しやすい水溶性樹脂
は、記録媒体の表面上では析出により画像表面が凸凹となって光沢性を低下させることで
、かえって非記録部と記録部との光沢均一性を低下させた。つまり、水溶性樹脂を用いる
場合、画像の光沢均一性と耐ガス性はトレードオフの関係にある。
【０００８】
　したがって、本発明の目的は、画像の光沢均一性及び耐ガス性を高いレベルで両立する
ことができるインクセット及びインクジェット記録方法を提供することにある。
【課題を解決するための手段】
【０００９】
　上記の目的は、以下の本発明によって解決される。すなわち、本発明にかかるインクセ
ットは、顔料、樹脂Ａ及び樹脂Ｂを含有するインクと、樹脂Ｃを含有し、かつ、色材を含
有しないクリアインクと、を少なくとも有する、インクジェット用のインクセットであっ
て、インク全質量を基準とした前記顔料の含有量（質量％）が、０．９質量％以下であり
、前記樹脂Ａは前記顔料の分散に相対的に寄与する、酸価が１２０ｍｇＫＯＨ／ｇ以上２
２０ｍｇＫＯＨ／ｇ以下の樹脂であり、かつ、インク全質量を基準とした前記樹脂Ａの含
有量（質量％）が、前記顔料の含有量に対して、０．１倍以上１．０倍以下であり、
　前記樹脂Ｂは前記顔料の分散に相対的に寄与しない、酸価が１２０ｍｇＫＯＨ／ｇ以上
２２０ｍｇＫＯＨ／ｇ以下の水溶性樹脂であり、かつ、インク全質量を基準とした前記樹
脂Ｂの含有量（質量％）が、前記顔料の含有量に対して、１．０倍以上１５．０倍以下で
あり、前記樹脂Ｃは、酸価が１２０ｍｇＫＯＨ／ｇ以上２２０ｍｇＫＯＨ／ｇ以下である
樹脂微粒子であることを特徴とする。
【発明の効果】
【００１０】
　本発明によれば、記録された画像の光沢均一性及び耐ガス性を高いレベルで両立するこ
とができるインクセット及びインクジェット記録方法を提供することができる。
【発明を実施するための形態】
【００１１】
　以下に、本発明の好ましい実施の形態を挙げて、本発明を詳細に説明する。なお、以下
の記載において、（メタ）アクリルは、メタクリルとアクリルの一方又は両方を指すもの
とする。
【００１２】
　本発明者らは顔料の含有量が０．９質量％以下である淡インク（以下、「インク」と記
載する）において、画像の光沢性を損なうことなく、耐ガス性を付与するための検討を行
った。その結果、ある特定範囲の酸価を有する水溶性樹脂を、記録媒体の表面上に十分に
存在させればよいことを見出した。しかし、記録媒体の表面上にこのような樹脂を十分に
存在させるためには、顔料の分散に相対的に寄与する樹脂の他に、分散には相対的に寄与
しない水溶性樹脂をインクに多く含有させる必要があり、インクジェット特性の点で好ま
しくないことがわかった。具体的には、各樹脂の酸価が１２０ｍｇＫＯＨ／ｇ以上２２０
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ｍｇＫＯＨ／ｇ以下であればよいものの、十分な画像の耐ガス性を得るためには、分散に
は相対的に寄与しない水溶性樹脂を顔料に対して質量比率で２０倍以上使用することが必
要であった。
【００１３】
　また、本発明者らは、非記録部（インクを付与していない領域）と記録部（インクで記
録した領域）との両方に、樹脂を含有させたクリアインクを付与することで、光沢均一性
を高める検討も行った。その結果、クリアインクに使用する樹脂は、インク中の顔料を分
散させる樹脂と近い酸価を有し、粒子の形態である樹脂が適していることを見出した。し
かし、このような樹脂微粒子を含有するインクを用いて記録した画像を観察したところ、
樹脂微粒子を用いても顔料を十分に保護することができず、画像の耐ガス性は向上しない
ことがわかった。
【００１４】
　そこで、本発明者らがさらに検討を進めた結果、以下のインク及びクリアインクを有す
るインクセットという構成を見出した。まず、インクは、顔料の含有量が０．９質量％以
下であり、顔料の分散に相対的に寄与する樹脂Ａ、及び、顔料の分散に相対的に寄与しな
い樹脂Ｂを含有し、また、クリアインクは、樹脂微粒子である樹脂Ｃを含有するものとす
る。そして、各樹脂の酸価がいずれも１２０ｍｇＫＯＨ／ｇ以上２２０ｍｇＫＯＨ／ｇ以
下であることで、分散には相対的に寄与しない樹脂Ｂを顔料に対して質量比率で１５．０
倍以下の使用量に抑えることができる。かかる構成により、インクジェット方式で記録さ
れる画像の光沢均一性及び耐ガス性を高いレベルで両立することが可能になることを見出
した。
【００１５】
　上記構成により画像の光沢均一性及び耐ガス性を高いレベルで両立することができる理
由を、本発明者らは以下のように推測している。インクジェット用の記録媒体の中でも、
光沢紙に分類されるもののほとんどはその表面が酸性である。このような記録媒体に付与
された液体中の樹脂は、記録媒体に含まれるカチオン性成分と反応することでその溶解性
が低下し、記録媒体の表面上に析出する。
【００１６】
　カチオン性成分との反応による樹脂の溶解性低下の程度はその酸価に依存する。酸価が
低い樹脂は分散安定性に寄与するアニオン性ユニットの割合が低く、カチオン性成分と反
応したときの溶解性低下が速やかに起こり、記録媒体の表面上に析出しやすい。また、カ
チオン性成分との反応により分散安定性が低下した低酸価の樹脂は、凝集による液体の粘
度上昇を引き起こすため、レベリング性も低下する。このため、酸価が低い樹脂は記録媒
体の表面上に残りやすく、画像表面が凸凹となって光沢性を低下させる。本発明者らの検
討の結果、酸価の酸価が１２０ｍｇＫＯＨ／ｇ未満であると、画像の光沢性が低下するこ
とがわかった。
【００１７】
　逆に、酸価が高い樹脂は、カチオン性成分と反応したときの溶解性低下が遅く、記録媒
体へ浸透しやすい。このため、酸価が高い樹脂は記録媒体の表面上に存在する顔料の近傍
に効率的に存在することができず、顔料を保護することもできないため、画像の耐ガス性
が得られない。その一方で、酸価が高い樹脂は、低酸価の樹脂とは異なり、画像の光沢性
を低下させることは少ない。
【００１８】
　しかし、顔料を分散させている樹脂の場合、前述の高酸価の樹脂とは異なる傾向を有す
ることがある。顔料の分散樹脂は、たとえその酸価が高くても顔料粒子に吸着しているた
め、記録媒体に浸透せずに顔料の近傍に存在しやすい。ただし、顔料の粒子表面への分散
樹脂の吸着量には限界があるため、樹脂成分として分散樹脂のみを含有するインクでは、
記録した画像の顔料を十分に保護するのは困難と考えられる。
【００１９】
　樹脂微粒子は粒子の形態であるので、樹脂の酸価によらず記録媒体に浸透せず記録媒体
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の表面上に効率的に存在することができる。上述の通り、酸価が低い樹脂がカチオン性成
分と反応すると、その後クリアインクは固液分離を起こし、樹脂は造膜し、水性媒体は記
録媒体に浸透する。これ対して、樹脂微粒子を含有するクリアインクは速やかに固液分離
を起こし、樹脂の造膜と水性媒体の浸透が生じる。これは、樹脂が粒子の形態であるため
、樹脂成分が溶解していないために粘度が低く、また、粒子の形態であるため水溶性樹脂
のような反応を起こさなくても、固液分離が進むためである。このような理由から、樹脂
微粒子を含有するクリアインクは、低酸価の樹脂を含有するクリアインクと比較して、よ
り速やかに樹脂を記録媒体の表面上に存在させることができる。
【００２０】
　さらに、樹脂微粒子の酸価が１２０ｍｇＫＯＨ／ｇ以上２２０ｍｇＫＯＨ／ｇ以下であ
ることで、樹脂微粒子の凝集が抑えられ、画像表面を平滑にすることができる。このため
、インクの非記録部にクリアインクを付与することでその部分の光沢性を調整することが
できる。しかし、樹脂微粒子は粒子の形態であるので、ガス透過性の低いような密な膜を
形成することは困難であり、樹脂微粒子を多量に付与しても、画像の耐ガス性を向上させ
ることはできない。
【００２１】
　そして、本発明のインクセットを構成するインク及びクリアインクを用いて画像を記録
すると、まず、クリアインク中の樹脂Ｃが速やかに記録媒体の表面上に樹脂微粒子の層を
形成する。その後、樹脂Ｃによって細孔がふさがれた記録媒体の表面上にさらに樹脂Ｂが
堆積し、膜を形成することで、高いレベルの光沢性を有する画像が得られる。さらに、顔
料粒子の近傍には、ガス透過性の低い密な膜が形成され、顔料を保護することができるた
め、画像の耐ガス性も高いレベルで達成することができる。この際、各樹脂の酸価がいず
れも１２０ｍｇＫＯＨ／ｇ以上２２０ｍｇＫＯＨ／ｇ以下であることにより、形成される
膜が平滑なものとなる。これは、記録媒体の表面上で膜が形成される際に、各樹脂の特性
が類似していることで、レベリング性が発揮されるためであると推測している。
【００２２】
　＜インクセット＞
　以下、本発明のインクセットの構成と、それに含まれるインク及びクリアインクに使用
する各成分について説明する。本発明のインクセットは、顔料（含有量は０．９質量％以
下）と複数種の樹脂を含有するインクと、樹脂微粒子を含有し、かつ、顔料や染料などの
色材を含有しないクリアインクと、を少なくとも有するインクジェット用のインクセット
である。
【００２３】
　インクの色相は、シアン、マゼンタ、イエロー、ブラック、レッド、グリーン、及びブ
ルーなどのインクから１種又は２種以上を選択することができる。また、インクセットを
構成するインクとして、顔料の含有量が０．９質量％以下であるインクと同じ色相を有し
、顔料の含有量が異なる他のインクを用いてもよい。
【００２４】
　クリアインクは、無色、乳白色、ないしは白色であることが好ましい。特には、純水で
５０倍（質量倍）に希釈したクリアインクの吸光スペクトルが、４００ｎｍ乃至８００ｎ
ｍの範囲においてピークを有さず、かつ、４００ｎｍ乃至８００ｎｍの範囲におけるａｂ
ｓ値が１．０以下であることが好ましい。
【００２５】
　（インクに使用する複数種の樹脂）
　本発明のインクセットを構成するインクには、樹脂Ａ及び樹脂Ｂの複数種の樹脂を含有
させる。以下、これらの各樹脂について説明する。
【００２６】
　樹脂Ａは顔料を分散するための樹脂分散剤として使用するものであり、それゆえに、樹
脂Ｂと比較して顔料の分散に相対的に寄与するものである。そして、顔料の分散安定性を
確保するため、インク全質量を基準とした樹脂Ａの含有量Ａ（質量％）は、顔料の含有量
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Ｐに対して、０．１倍以上１．０倍以下、つまり、Ａ／Ｐが０．１以上１．０以下である
ことを要する。インク中の樹脂Ａの含有量（質量％）は、インク全質量を基準として、０
．０２質量％以上０．９質量％以下であることが好ましい。
【００２７】
　一方、顔料の分散は樹脂Ａが担うため、樹脂Ｂは顔料の分散に寄与する必要はなく、そ
れゆえに、樹脂Ａと比較して顔料の分散に相対的に寄与しないものである。そして、画像
の耐ガス性を向上するため、インク全質量を基準とした樹脂Ｂの含有量Ｂ（質量％）は、
顔料の含有量Ｐに対して、１．０倍以上１５．０倍以下、つまり、Ｂ／Ｐが１．０以上１
５．０以下であることを要する。インク中の樹脂Ｂの含有量（質量％）は、インク全質量
を基準として、０．１質量％以上１０．０質量％以下であることが好ましい。
【００２８】
　樹脂Ａ及び樹脂Ｂの酸価はそれぞれ、１２０ｍｇＫＯＨ／ｇ以上２２０ｍｇＫＯＨ／ｇ
以下であることが必要である。酸価が１２０ｍｇＫＯＨ／ｇ未満であると、樹脂は記録媒
体に浸透しづらいため、その表面上に残るものの、記録媒体に含まれるカチオン性成分と
反応した際の凝集力が強く、画像表面が凸凹となって光沢性が低下し、光沢均一性が得ら
れない。また、酸価が２２０ｍｇＫＯＨ／ｇを超えると、樹脂が記録媒体に浸透しやすい
ため、記録媒体の表面上に存在する顔料粒子を十分に被覆することできず、画像の耐ガス
性が得られない。
【００２９】
　インク中の樹脂Ａ及び樹脂Ｂの合計含有量Ａ＋Ｂ（質量％）は、インク全質量を基準と
して、０．１５質量％以上１０．９質量％以下であることが好ましい。また、インクの吐
出安定性を十分に得るため、樹脂Ａ及び樹脂Ｂの重量平均分子量はそれぞれ、５，０００
以上１５，０００以下、さらには６，０００以上９，０００以下であることが好ましい。
【００３０】
　インク中において、樹脂Ｂと比較して、樹脂Ａが顔料の分散に相対的に寄与しているか
否かは、以下の方法によって判定することができる。先ず、インクを２０，０００ｒｐｍ
で２時間遠心分離を行い、顔料と樹脂分散剤を含む沈降分と、水溶性成分である上澄み分
に分離を行う。次に、沈降分から、テトラヒドロフランなどの有機溶剤によりソックスレ
ー抽出を行い、樹脂分散剤と顔料を分離する。このようにして得られた樹脂分散剤につい
て、ＮＭＲ測定により樹脂組成の分析を行うことで、顔料の分散に相対的に寄与している
樹脂の種類を特定することができる。
【００３１】
　（クリアインクに使用する樹脂微粒子）
　本発明のインクセットを構成するクリアインクには、樹脂Ｃとして樹脂微粒子を含有さ
せる。クリアインク中の樹脂微粒子（固形分換算）の含有量（質量％）は、クリアインク
全質量を基準として、０．１質量％以上１５．０質量％以下、さらには０．５質量％以上
１０．０質量％以下であることが好ましい。
【００３２】
　樹脂Ｃの酸価は、１２０ｍｇＫＯＨ／ｇ以上２２０ｍｇＫＯＨ／ｇ以下であることが必
要である。酸価が１２０ｍｇＫＯＨ／ｇ未満であると、記録媒体に含まれるカチオン性成
分との反応した際の凝集力が強く、画像表面が凸凹となって光沢性が低下し、光沢均一性
が得られない。また、酸価が２２０ｍｇＫＯＨ／ｇを超えると、樹脂微粒子の凝集作用が
非常に弱くなり、造膜に関与する樹脂Ａ及び樹脂Ｂを記録媒体表面上に存在させることが
できず、耐ガス性が得られない。
【００３３】
　本発明においては、記録媒体の細孔径よりも大きい粒子径を有している樹脂微粒子を用
いることが好ましい。具体的には、樹脂微粒子の粒子径は、５ｎｍ以上４００ｎｍ以下、
さらには５０ｎｍ以上２００ｎｍ以下であることが好ましい。
【００３４】
　（各樹脂の構成ユニット）
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　本発明のインクセットにおいて使用する、上記で説明した３種の樹脂はいずれも特定の
酸価を有する。したがって、必然的にアニオン性基を有するアニオン性樹脂であることに
なる。具体的には、アクリル酸系、アルケニルエーテル系、ピロリドン系、ウレタン系、
ウレア系、アミド系、エステル系、カーボネート系、エーテル系、エポキシ系、アルコー
ル系など、どのような樹脂としてもよい。ただし、所定の酸価となるようにアニオン性基
を有するユニットを有していることを要する。
【００３５】
　より具体的には、以下に挙げるような疎水性ユニット及び親水性ユニットを有する樹脂
であることが好ましい。重合により樹脂を構成する疎水性ユニットとなるモノマーとして
は、スチレン、メチルスチレン、ビニルナフタレンなどの芳香族基含有モノマー、（メタ
）アクリル酸メチル、（メタ）アクリル酸ベンジルなどの（メタ）アクリル酸エステル類
などが挙げられる。また、重合により樹脂を構成する親水性ユニットとなるモノマーとし
ては、（メタ）アクリル酸、マレイン酸などのカルボキシ基を有するモノマー、スチレン
スルホン酸、スルホン酸－２－プロピル（メタ）アクリルアミド、（メタ）アクリル酸－
２－スルホン酸エチル、ブチル（メタ）アクリルアミドスルホン酸などのスルホン酸基を
有するモノマー、（メタ）アクリル酸－２－ホスホン酸エチルなどのホスホン酸基を有す
るモノマーなどのアニオン性基を有するモノマーが挙げられる。さらに、ヒドロキシエチ
ル（メタ）アクリレートなどのヒドロキシ基を有するモノマー、エチレンオキサイド基を
有するモノマー、（ポリ）ビニルアルコール、（ポリ）ビニルピロリドンなどのモノマー
も使用することができる。
【００３６】
　樹脂Ａは顔料の分散に相対的に寄与し、また、樹脂Ｂは顔料の分散に相対的に寄与しな
いが、各樹脂にこのような作用を持たせるためには、以下のような構成が挙げられる。例
えば、樹脂Ａの酸価を樹脂Ｂよりも低くなる組み合わせとすることや、樹脂Ａ及びＢの酸
価は同等程度とし、樹脂Ａの疎水性ユニットを樹脂Ｂよりも疎水性が高くなる組み合わせ
とすることなどが挙げられる。したがって、このような関係となるように、樹脂Ａ及び樹
脂Ｂをそれぞれに構成するユニットを選択することが好ましい。もちろん、本発明はこれ
らの構成に限られるものではない。本発明で規定する酸価の範囲内の樹脂Ａ及びＢを使用
すれば、顔料分散体を調製する際に使用する樹脂分散剤が顔料の分散に相対的に寄与し、
インクの調製の際に使用する樹脂Ｂが顔料の分散に相対的に寄与しない場合が多いといえ
る。
【００３７】
　また、樹脂Ｃは、例えば、疎水性ユニットが占める割合を多くした樹脂や、親水性ユニ
ットのアニオン性基の中和率を低くした樹脂などとして、微粒子の形態であることを満た
すように、樹脂Ｃを構成するユニットを選択することが好ましい。
【００３８】
　（顔料）
　インクに用いる色材は、カーボンブラックなどの無機顔料や有機顔料が挙げられ、イン
クジェット用のインクに使用可能ないずれの顔料も用いることができる。本発明のインク
セットを構成するインクはいわゆる淡インクであるため、インク中の顔料の含有量（質量
％）は、インク全質量を基準として、０．９質量％以下であることを要する。一方、顔料
の含有量の下限は、０．０１質量％以上、さらには０．１質量％以上であることが好まし
い。
【００３９】
　本発明においては、インク中における顔料の分散が、上述の樹脂Ａの作用によるもので
なければならない。樹脂Ａにより顔料が分散されていることを満たせば、顔料の分散方式
はどのようなものであってもよい。例えば、樹脂分散剤を顔料に物理吸着させて分散する
方式、樹脂分散剤を顔料粒子の表面に化学的に結合させて分散する方式、顔料を内包した
樹脂とするマイクロカプセルなどを利用することができる。複数の分散方式を併用しても
よく、また、本発明の効果を損なわない限り、自己分散顔料などをさらに併用してもよい
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。
【００４０】
　（水性媒体）
　本発明のインクセットを構成するインク及びクリアインクには、水、又は、水及び水溶
性有機溶剤の混合媒体である水性媒体を含有させることが好ましい。水としては脱イオン
水を用いることが好ましい。また、水溶性有機溶剤としては、アルコール類、グリコール
類、グリコールエーテル類、含窒素化合物類などのインクジェット用のインクに使用可能
なものをいずれも用いることができ、１種又は２種以上を含有させることができる。イン
ク又はクリアインク中の水溶性有機溶剤の含有量（質量％）は、その全質量を基準として
、３．０質量％以上５０．０質量％以下であることが好ましい。また、インク又はクリア
インク中の水の含有量（質量％）は、その全質量を基準として、５０．０質量％以上９７
．０質量％以下であることが好ましい。
【００４１】
　（その他の成分）
　本発明のインクセットを構成するインク及びクリアインクには、上記成分の他に、尿素
やその誘導体、糖類やその誘導体、トリメチロールプロパン、トリメチロールエタンなど
の常温で固体の水溶性有機化合物を含有させてもよい。インク又はクリアインク中の常温
で固体の水溶性有機化合物の含有量（質量％）は、その全質量を基準として、０．１質量
％以上２０．０質量％以下、さらには３．０質量％以上１０．０質量％以下であることが
好ましい。また、インク及びクリアインクには必要に応じて、ｐＨ調整剤、消泡剤、防錆
剤、防腐剤、防黴剤、酸化防止剤、還元防止剤、キレート剤、界面活性剤、その他の樹脂
などの種々の添加剤を含有させてもよい。
【００４２】
　＜インクジェット記録方法＞
　本発明のインクジェット記録方法は、上記で説明した本発明のインクセットを構成する
インクとクリアインクとを用いるインクジェット記録方法であって、以下の工程を有する
ことを特徴とする。すなわち、インクを用いて記録媒体に記録を行う工程（Ｉ）、及び、
クリアインクを記録媒体に付与する工程（ＩＩ）、を有する。これらの工程（Ｉ）及び工
程（ＩＩ）は、例えば、工程（Ｉ）の後に工程（ＩＩ）を行う場合、工程（ＩＩ）の後に
工程（Ｉ）を行う場合、さらにはこれらを組み合わせる場合などが考えられ、どのような
順序で行ってもよい。本発明においては、上記工程（Ｉ）によりクリアインクが記録媒体
に付与される領域と、上記工程（ＩＩ）によりインクが記録媒体に付与される領域とが、
少なくとも一部で重なるようにすることが特に好ましい。
【００４３】
　本発明においては、熱エネルギーを利用するインクジェット記録方法を好ましく用いる
ことができる。本発明のインクジェット記録方法は、インク及びクリアインクをそれぞれ
収容する収容部と、インク及びクリアインクをそれぞれ吐出するための記録ヘッドとを備
えてなるインクジェット記録装置を用いて行うことが好ましい。しかし、装置の構成は特
に制限はなく、公知のインクジェット記録装置をいずれも使用できる。
【実施例】
【００４４】
　次に、実施例及び比較例を挙げて本発明をより具体的に説明するが、本発明はその要旨
を超えない限り、下記実施例によって限定されるものではない。なお、成分の使用量に関
して「部」及び「％」と記載しているものは、特に断りのない限り質量基準である。
【００４５】
　＜顔料分散体の調製＞
　顔料２０．０部、樹脂水溶液（樹脂固形分の含有量：３０．５％）３２．８部、及び水
４７．２部を、０．３ｍｍ径のジルコニアビーズの充填率を８０％としたビーズミルＬＭ
Ｚ２（アシザワファインテック製）に入れ、回転数１，８００ｒｐｍで５時間分散した。
顔料としては、カーボンブラックＭＡ－１００（三菱化学製）を用い、樹脂水溶液に含ま
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れる樹脂は、酸価１９５ｍｇＫＯＨ／ｇのジョンクリル６１Ｊ（ＢＡＳＦ製）である。そ
の後、回転数５，０００ｒｐｍで３０分間遠心分離を行うことにより凝集成分を除去し、
さらにイオン交換水で希釈することで、顔料の含有量が１５．０％、樹脂の含有量が７．
５％である顔料分散体１を得た。
【００４６】
　また、顔料の種類をＣ．Ｉ．ピグメントブルー１５：３、Ｃ．Ｉ．ピグメントレッド１
２２、Ｃ．Ｉ．ピグメントイエロー７４（それぞれの商品名：トナーシアンＢＧ、トナー
マゼンタＥ０２、ハンザイエロー５ＧＸＢ、クラリアント製）に代えた。それ以外は顔料
分散体１と同様の手順により、顔料の含有量がそれぞれ１５．０％である顔料分散体２～
４を得た。
【００４７】
　＜水溶性樹脂を含む樹脂水溶液の調製＞
　ジョンクリル６８３（ＢＡＳＦ製、酸価１６０ｍｇＫＯＨ／ｇ）１５．０部、８ｍｏｌ
／Ｌの水酸化カリウム水溶液（キシダ化学製）７．１部、純水７７．９部を混合し、ウォ
ーターバスで７０℃に加温し、樹脂を溶解した。このようにして、水溶性樹脂１を含み、
該樹脂の含有量が１５．０％である樹脂水溶液１を得た。
【００４８】
　また、樹脂の種類をジョンクリル６９０（ＢＡＳＦ製、酸価２４０ｍｇＫＯＨ／ｇ）に
代え、８ｍｏｌ／Ｌの水酸化カリウム水溶液を１０．７部、純水を７４．３部に変更した
。それ以外は樹脂水溶液１と同様の手順により、水溶性樹脂２を含み、該樹脂の含有量が
１５．０％である樹脂水溶液２を得た。また、樹脂の種類をジョンクリル５８６（ＢＡＳ
Ｆ製、酸価１０８ｍｇＫＯＨ／ｇ）に代え、８ｍｏｌ／Ｌの水酸化カリウム水溶液を４．
８部、純水を８０．２部に変更した。それ以外は樹脂水溶液１と同様の手順により、水溶
性樹脂３を含み、該樹脂の含有量が１５．０％である樹脂水溶液３を得た。
【００４９】
　＜樹脂微粒子を含む樹脂水分散液の調製＞
　撹拌機、還流冷却装置及び窒素ガス導入管を備えた四つ口フラスコに１００．０部の水
を添加した後、反応系に窒素ガスを導入し、撹拌下で８０℃に昇温させた。これとは別に
、水１００．０部及びラウリル硫酸ナトリウム（乳化剤）１．０部と、下記表１の左側に
示す使用量（単位：部）の各単量体とを混合し、乳化物を調製した。そして、上記のフラ
スコ中に、この乳化物と５％の過硫酸カリウム水溶液１０．０部を３時間かけて滴下した
。エージングを２時間行った後、適量のイオン交換水で樹脂固形分を調整し、各樹脂微粒
子を含有し、該樹脂の含有量が２５．０％である樹脂水分散液をそれぞれ得た。得られた
各樹脂微粒子の酸価及び体積平均粒子径の値を下記表１の右側に示す。なお、表１中、２
ＥＨＡは２－エチルヘキシルアクリレート、ＭＭＡはメタクリル酸メチル、ＡＡはアクリ
ル酸をそれぞれ示す。
【００５０】
【表１】

【００５１】
　＜インクの調製＞
　下記表２に示す各成分（単位：％）を混合し、十分に撹拌した後、ポアサイズが１．２
μｍであるメンブレンフィルター（ＨＤＣＩＩフィルター；ポール製）にて加圧ろ過する
ことにより各インクを調製した。なお、ジョンクリル６０Ｊ（ＢＡＳＦ製）は酸価２１５
ｍｇＫＯＨ／ｇの水溶性樹脂を含み、樹脂固形分の含有量が３４．０％である水溶液、サ
ーフィノール４４０はエアープロダクツ製のノニオン性界面活性剤である。
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【００５２】
【表２】

【００５３】
　＜クリアインクの調製＞
　下記表３に示す各成分（単位：％）を混合し、十分に撹拌した後、ポアサイズが１．２
μｍであるメンブレンフィルター（ＨＤＣＩＩフィルター；ポール製）にて加圧ろ過する
ことにより各クリアインクを調製した。なお、ジョンクリル６１Ｊ（ＢＡＳＦ製）は酸価
１９５ｍｇＫＯＨ／ｇの水溶性樹脂を含み、樹脂固形分の含有量が３０．５％である水溶
液、サーフィノール４４０はエアープロダクツ製のノニオン性界面活性剤である。
【００５４】
　このようにして得られた実施例の各クリアインクは無色、乳白色、ないしは白色であり
、色材を含有しないものである。また、実施例の各クリアインクは、純水で５０倍（質量
倍）に希釈したクリアインクの吸光度を測定した際に、４００ｎｍ乃至８００ｎｍの範囲
においてピークを有さず、かつ４００ｎｍ乃至８００ｎｍの範囲におけるａｂｓ値が１．
０以下であった。なお、実施例の各クリアインクを記録媒体に付与した結果、これらのク
リアインクはいずれも無色透明の膜を形成できるものであった。
【００５５】

【表３】

【００５６】
　＜評価＞
　上記で得られたインク及びクリアインクをそれぞれ充填したインクカートリッジを、下
記表４の左側に示すように組み合わせることでインクセットとした。そして、熱エネルギ
ーの作用により液体の吐出を行うインクジェット記録装置（商品名：ＰＩＸＵＳ　Ｐｒｏ
９５００；キヤノン製）のＬＭインクのポジションにインクを、また、Ｇインクのポジシ
ョンにクリアインクを、それぞれセットした。この装置は、解像度が６００ｄｐｉ×６０
０ｄｐｉで、１／６００ｄｐｉ×１／６００ｄｐｉの単位領域に１滴当たりの質量が３．
５ｎｇであるインク滴を８滴付与して記録した画像を、記録デューティが１００％である
画像と定義とするものである。この記録装置を用いて、記録媒体（キヤノン写真用紙・光
沢ゴールド　ＧＬ－１０１；キヤノン製）に、以下の画像１及び２の２種類の２ｃｍ×２
ｃｍサイズのベタ画像を含むパターンを記録した。
【００５７】
　画像１はインクとクリアインクを重ねた画像であり、インクとクリアインクとを同一の
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画素に付与するようにしたうえで、インクの記録デューティを３０％、クリアインクの記
録デューティを２０％として、８パス片方向でベタ画像の記録を行った。また、画像２は
インクの非記録部を想定した画像であり、インクは使用せず、クリアインクの記録デュー
ティを５０％として、８パス片方向でベタ画像の記録を行った。なお、参考例１では、ク
リアインクは使用せず、画像１はインクのみ、また、画像２は非記録部として記録媒体そ
のものとした。
【００５８】
　上記で得られた画像を常温で２４時間保存した後、以下の各評価を行った。本発明にお
いては、各評価項目の評価基準でＡ及びＢを許容できるレベル、Ｃを許容できないレベル
とした。
【００５９】
　（光沢均一性）
　観察光源として蛍光灯を用い、照明角度４５度、観察角度４５度の条件で画像１及び２
を目視で観察し、光沢性を比較することで、光沢均一性の評価を行った。評価基準は以下
の通りである。評価結果を表４の右側に示した。
　Ａ：画像１及び２の光沢性が同等であった
　Ｂ：画像１及び２の光沢性にはわずかに差があった
　Ｃ：画像１及び２の光沢性にはかなりの差があった。
【００６０】
　（耐ガス性）
　オゾンウェザーメーター（ＯＭＳ－ＨＳ；スガ試験機製）を用い、温度２３℃、相対湿
度５０％の環境で、オゾン濃度×時間の値が２，０００ｐｐｍ・ｈｒとなるように画像１
をオゾンに曝露した。オゾン曝露前後における画像の濃度変化を目視で確認することで、
耐ガス性の評価を行った。評価基準は以下の通りである。評価結果を表４の右側に示した
。
　Ａ：オゾン曝露前後の濃度変化がなかった
　Ｂ：オゾン曝露後の濃度がやや低下した
　Ｃ：オゾン曝露後の濃度がかなり低下した。
【００６１】
【表４】
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